
今
年
も
ま
も
な
く
文
化
財
保
護
強
調
月
間

を
迎
え
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
「
歴
史
と

文
化
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
２

日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
の
約
１
か
月
間
、
さ

ま
ざ
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

今
年
の
公
開
講
演
会
は
近
世
考
古
学
を
扱

う
目
新
し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
江
東
区

で
現
存
す
る
唯
一
の
茅
葺
古
民
家
・
旧
大
石

家
住
宅
の
特
別
公
開
も
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。

更
に
、
３
年
振
り
に
歴
史
と
生
活
展
が
月
間

期
間
中
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
民
俗

芸
能
、
職
人
さ
ん
た
ち
も
相
変
わ
ら
ず
元
気

で
す
。
地
域
の
歴
史
の
な
か
で
育
ま
れ
て
き

た
民
俗
芸
能
や
匠
の
技
の
数
々
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
江
東
区
の
歴
史
と
文

化
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

□
江
東
区
の
歴
史
と
生
活
展

「
小
学
校
が
で
き
た
こ
ろ

―
江
東
区
と
初
等
教
育
の
あ
ゆ
み
―
」

□
公
開
講
演
会

「
江
戸
を
掘
る

―
江
戸
遺
跡
の
現
状
と
課
題
―
」

□
旧
大
石
家
住
宅
特
別
公
開

□
民
俗
芸
能
大
会
（
江
東
区
民
ま
つ
り
）

□
伝
統
工
芸
展

□
歴
史
さ
ん
ぽ

「
江
戸
時
代
の
新
大
橋
通
り

―
大
島
か
ら
森
下
へ
―
」
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今
年
度
の
歴
史
と
生
活
展
で
は
、
江
東
区

の
小
学
校
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま

す
。
現
在
江
東
区
に
は
４３
の
小
学
校
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
１４
校
は
そ
の
前
身
を
明
治

期
あ
る
い
は
江
戸
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
る
歴
史
あ
る
小
学
校
で
す
。
以
降
、

地
域
の
変
遷
と
と
も
に
小
学
校
教
育
も
充
実

し
た
も
の
へ
と
変
わ
り
、
小
学
校
の
数
も
増

え
て
い
き
ま
し
た
。

本
展
示
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
教
育
情

勢
か
ら
明
治
時
代
に
入
り
近
代
教
育
制
度
が

確
立
し
て
い
く
な
か
で
の
公
立
小
学
校
の
様

子
、
そ
し
て
関
東
大
震
災
と
い
う
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
乗
り
越
え
た
学
校
教
育
の
再
開
ま

で
を
「
江
戸
時
代
の
教
育
」「
明
治
政
府
と
学

校
の
設
立
」「
義
務
教
育
制
度
の
確
立
」「
関
東

大
震
災
を
乗
り
越
え
て
」
と
い
う
４
つ
の
コ
ー

ナ
ー
で
構
成
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
各
コ

ー
ナ
ー
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
江
戸
時
代
の
教
育
」

明
治
時
代
の
近
代
教
育
の
基
盤
は
言
う
ま

で
も
な
く
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
も
の
で
す
。

幕
府
に
よ
る
学
問
所
や
諸
藩
で
設
け
た
藩
校

で
は
高
い
水
準
の
教
育
を
施
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
に
も
、
私
的
な
教
育
機
関
で
あ
る

家
塾
・
私
塾
・
寺
子
屋
な
ど
は
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
修
学
の
機
会
を
与
え
る
重
要
な
施

設
で
、
明
治
期
の
小
学
校
の
設
立
と
関
係
の

あ
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
明
治
初
年
に
近
代
教
育
の
礎

と
な
っ
た
教
育
機
関
や
区
内
に
存
在
し
た
寺

子
屋
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
明
治
政
府
と
小
学
校
の
設
立
」

明
治
時
代
に
な
る
と
政
府
の
手
で
小
学
校

の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
明
治
５

年
（
１
８
７
２
）
に
国
民
教
育
制
度
を
規
定

し
、
学
校
教
育
の
目
標
を
明
確
に
し
た
学
制

が
公
布
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
２
年
前
の
明
治

３
年
に
、
最
初
の
公
立
小
学
校
が
深
川
の
長

慶
寺
内
に
開
校
し
ま
し
た
。
同
７
年
に
は
東

京
府
の
公
立
小
学
校
に
は
校
名
と
番
号
が
定

め
ら
れ
、
江
東
区
域
の
小
学
校
に
は
１
番
、

３
番
、
７
番
の
番
号
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
３
０
年
前
の
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
江
戸
か
ら
明
治
へ

と
時
代
が
変
わ
り
、
教
育
の
近
代
化
が
進
め

ら
れ
る
中
で
の
小
学
校
の
設
立
状
況
や
、
経

費
の
問
題
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
な

い
学
校
設
立
問
題
と
地
域
の
関
係
、
当
時
の

学
校
生
活
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

「
義
務
教
育
制
度
の
確
立
」

明
治
時
代
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、

産
業
の
近
代
化
と
経
済
成
長
に
よ
っ
て
国
民

生
活
が
向
上
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
教
育

へ
の
関
心
も
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
教
育
制
度
も
整
え

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
小
学
校

の
制
度
が
確
立
し
、
小
学
校
が
現
在
と
同
じ

６
年
制
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

「
関
東
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
」

大
正
１２
年
９
月
１
日
、
よ
う
や
く
軌
道
に

乗
っ
た
教
育
界
を
関
東
大
震
災
が
直
撃
し
ま

す
。
最
後
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
き
な
被
害

を
受
け
た
学
校
が
、
露
天
、
仮
校
舎
を
経
て
、

新
築
の
校
舎
で
授
業
を
再
開
す
る
ま
で
と
、

震
災
後
の
人
口
移
動
に
よ
っ
て
新
た
に
増
設
さ

れ
た
小
学
校
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
造
ら
れ

た
新
校
舎
の
設
備

を
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

さ
ら
に
、
区
民

の
皆
様
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
民
俗
資
料
か
ら
、
教

科
書
や
通
信
簿
を
は
じ
め
卒
業
ア
ル
バ
ム
、
学

校
で
使
用
さ
れ
た
文
具
類
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
関
東
大
震
災
後
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
新
築
さ
れ
た
深
川
区
１５
校
の
写
真
や
、
東
京

市
臨
時
建
築
局
に
よ
る
明
治
小
学
校
の
建
設
図

面
な
ど
は
今
回
は
じ
め
て
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
の
小
学
校
、

あ
る
い
は
卒
業
さ
れ
た
小
学
校
の
歴
史
を
さ

ぐ
り
に
是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。

会
期

１０
月
２
日
（
土
）
〜
７
日
（
木
）

時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

会
場

深
川
江
戸
資
料
館
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル

（
白
河
１
―
３
―
２８
）

入
場
無
料

（
※
但
し

深
川
江
戸

資
料
館
を

見
学
す
る

場
合
は
別

途
観
覧
料

が
必
要
と

な

り

ま

す
。）
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読み方の教授（大正6年「明治尋常小学校卒業アル
バム」） 中村千鶴氏寄贈

震災後に新築された臨海尋常小学校（昭和2年）

元加賀尋常小学校通知箋
（伊東吉左衛門氏寄贈）



近
年
、
東
京
２３
区
内
の
発
掘
調
査
が
進
み
、

近
世
都
市
江
戸
の
新
た
な
事
実
が
次
々
に
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演
は
、

発
掘
さ
れ
た
遺
跡
・
遺
物
か
ら
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
わ
か
る
の
か
、
さ
ら
に
は
江
東
区
に

遺
跡
は
眠
っ
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

演
題

「
江
戸
を
掘
る

―
江
戸
遺
跡
の
現
状
と
課
題
―
」

講
師

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
教
授谷

川
章
雄

日
時

１０
月
６
日
（
水
）

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

会
場

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

（
東
陽
４
―
１１
―
３
）

定
員

５０
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込

文
化
財
係
ま
で
往
復
は
が
き
　

強
調
月
間
協
賛
事
業
　
時
雨
忌
講
演
会

１０
月
１２
日
は
松
尾
芭
蕉
の
命
日
で
す
。

芭
蕉
記
念
館
で
は
、
こ
の
日
に
ち
な
ん
で
記

念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

１０
月
１０
日
（
日
）午

後
２
時
〜
３
時
３０
分

演
題

「
現
代
詩
の
窓
か
ら
見
た
俳
句
」

講
師

詩
人
　
清
水
哲
男

定
員

８０
人
（
先
着
順
）

申
込

電
話
（
３
６
３
１
‐
１
４
４
８
）、
ま

た
は
記
念
館
（
常
盤
１
―
６
―
３
）

ま
で
直
接
。

旧
大
石
家
住
宅
は
、
１
５
０
年
以
上
前
に

建
て
ら
れ
た
区
内
最
古
の
民
家
で
す
。
ふ
だ

ん
の
公
開
日
は
土
・
日
曜
と
祝
日
で
す
が
、

文
化
財
保
護
強
調
月
間
の
期
間
中
に
限
り
、

特
別
に
平
日
も
公
開
い
た
し
ま
す
。

庭
に
は
ベ
ー
ゴ
マ
、
座
敷
に
は
め
ん
こ
・

お
は
じ
き
な
ど
昔
な
つ
か
し
い
お
も
ち
ゃ
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

場
所

旧
大
石
家
住
宅
（
南
砂
５
―
２４
地
先

仙
台
堀
川
公
園
内
ふ
れ
あ
い
の
森
）

時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
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ベーゴマを楽しもう！

表紙の絵と見比べてみましょう。

江
東
区
で
江
戸
時
代
に
生
れ
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
民
俗
芸
能
を
一
挙
公
開
い
た
し
ま

す
。

演
目
次
第
（
予
定
）

【
午
前
１１
時
〜
１２
時
３０
分
】

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
木
場
の
角か
く

乗の
り

」

木
場
角
乗
保
存
会

【
午
後
１
時
〜
３
時
５０
分
】

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
木
場
の
木き

遣や
り

」

木
場
木
遣
保
存
会

江
東
区
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
砂
村
囃
子
」

砂
村
囃
子
睦
会

江
東
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財

「
富
岡
八
幡
の
手
古
て

こ

舞ま
い

」

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
深
川
の
力
持
」

深
川
力
持
睦
会

会
場

都
立
木
場
公
園
入
口
広
場
・

ふ
れ
あ
い
広
場
（
木
場
４
丁
目
）

江
東
区
民
ま
つ
り

「
江
戸
時
代
の
新
大
橋
通
り

―
大
島
か
ら
森
下
へ
―
」

江
戸
時
代
の
新
大
橋
通
り
は
、
現
在
の
通

り
と
は
違
う
道
で
し
た
。
そ
れ
で
は
ど
こ
が

新
大
橋
通
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
鬼
平
宅
跡
へ
も
ち
ょ
っ
と
立
ち

寄
り
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
新
大
橋
通
り
を

大
島
か
ら
森
下
へ
と
散
策
し
ま
す
。
五
百
羅

漢
寺
跡
、
猿
江
神
社
、
旧
新
大
橋
跡
な
ど
を

見
て
歩
き
、
古
道
を
め
ぐ
る
江
東
区
の
歴
史

に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

１０
月
３１
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
半

集
　
合

江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

（
大
島
４
―
５
―
１
）

（
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
解
散
）

講
　
師

深
川
江
戸
資
料
館
　
久
染
健
夫

定
　
員

３０
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費

保
険
料
３０
円

申
　
込

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

文
化
財
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

締
　
切

１０
月
２０
日
（
水
）
必
着

入
場
無
料

受
講
無
料



実
演
公
開

１０
／
２９
（
金
）
・
１１
／
２
（
火
）

９
時
半
〜
１５
時
半

１０
／
３０（
土
）・
１０
／
３１（
日
）・
１１
／
３（
水
・
祝
）

１０
時
〜
１５
時
半

期
間
中
、
会
場
で
は
職
人
さ
ん
の
仕
事
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
、

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
職
人
さ
ん
の
仕
事
ぶ

り
に
接
し
な
が
ら
、
お
話
を
楽
し
ん
で
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
下
記
の
日
程
表
を
ご
参

照
の
う
え
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

職
人
教
室
（
技
の
体
験
）

１０
／
３０（
土
）・
１０
／
３１（
日
）・
１１
／
３（
水
・
祝
）

１０
時
〜
１５
時
半

職
人
さ
ん
の
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
モ
ノ
を
作
る
こ
と
の
難
し
さ
と
、
出

来
た
と
き
の
喜
び
を
味
わ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
申
し
込
み
】

当
日
、
会
場
２
階
受
付
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
先
着
順
）。
な
お
、
事
前
申
し
込

み
の
体
験
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
の

日
程
表
を
ご
覧
下
さ
い
。
な
お
教
材
費
が
か

か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル

期
間
中
、
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
の
１
階
ロ

ビ
ー
で
は
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
主
催

に
よ
る
工
芸
品
の
即
売
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

販
売
し
て
い
る
方
た
ち
も
職
人
さ
ん
で
す
の

で
、
気
軽
に
お
話
を
し
な
が
ら
、
じ
っ
く
り

と
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

4

江
東
区
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
職
人
さ
ん
た
ち
の
作
品
を
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。
伝
統
的
な
技
術
に
よ
っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
手
仕
事
で
作
ら
れ
た
工
芸
作

品
を
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。今
回
で
23
回
目
を
迎
え
る
本
展
で
、

多
く
の
作
品
や
技
の
実
演
を
通
し
て
伝
統
文
化
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
　
場

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
（
森
下
３
―
１２
―
１７
）

時
　
間

９
時
〜
１７
時
（
最
終
日
は
１６
時
ま
で
）

※
１１
／
１
（
月
）
は
お
休
み

技の体験（提燈に文字を描く）

伝統工芸技術の実演公開日程�

日� 時�

日� 時�

※　　は体験受け付け可能です。教材費がかかります。�
　なお、○印の体験は、事前申し込みが必要です。�
　電話にて、文化財係０３（３６４７）９８１９まで、お申し込みください。�
　定員を超える場合は抽選となります。しめ切りは１０月２２日（金）です。�

１０／２９（金）�

�

１１／ ２ （火）�

１０／３０（土）�

�

�

�

�

�

１０／３１（日）�

�

�

�

�

�

１１／３（水・祝）�

９：３０～１１：３０�

　木工（彫刻）�

　べっ甲細工�

　木工（指物）�

　刀剣研磨�

１３：３０～１５：３０�

　庖丁製作�

�

　木工（襖榾・椽）�

�

�

吉實庖丁店　�

�

鈴木延坦　�

�

１０：００～１２：００�

　江戸切子�

　費２００円・定員９名�

　※３人ごと４０分交代　�

　木工（桶）�

　仕舞袴製作�

　※帯の実演 �

　木工（指物）�

　費２,０００円・定員１０名�

　縫紋�

�

　表具�

�

　簾製作�

　費５００円・定員４名�

�

　江戸切子�

　裁着袴製作�

�

岸本忠雄　�

磯貝　實　�

山田一彦　�

  臼木良彦　�

�

小林英夫　�

�

　�

川又栄一　�

杉浦武雄　�

�

 山田一彦　�

�

天野一政　�

�

岩崎清二　�

�

 豊田　勇　�

�

�

須田富雄　�

富永　皓　�

�

１3：3０～１5：3０�

　提燈製作�

　費５００円・定員１０名�

�

　庖丁製作�

　象牙細工�

�

　更紗染　�

　費２,０００円・定員７名�

　建具（組子細工）�

　費５００～１,０００円・定員１０名

　表具�

�

○手描き友禅�

　費３,０００円・定員６名�

　※２人ごと４０分交代�

　紋章上絵�

　刀剣研磨�

�

杉田礼二　�

�

�

吉實庖丁店　�

前田賢次　�

�

更浜（美弥好）　�

�

木全章二　�

�

岩崎清二　�

�

和田宣明　�

�

�

石合信也　�

臼木良彦　�

①平日実演日程�

②休日実演・職人教室（体験）日程�

昼休�

�

�

�

�

�

�

昼休�

�

�

�

�

�

あめ細工　青木喜�

�

�

昼休�

�

�

あめ細工　青木喜�

展示の様子（江戸指物）

江戸切子（角溝菊繋紋水指）
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江
戸
時
代
、
幕
府
は
峠
や
渡
し
場
に
関
所
・

番
所
を
設
け
、
街
道
を
出
入
り
す
る
人
・
も

の
を
検
査
し
て
い
ま
し
た
。
小
名
木
川
と
中

川
の
合
流
点
（
中
川
口
）
に
あ
っ
た
中
川
番

所
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

関
所
・
番
所
で
は
、「
入い

り
鉄
炮
に
出で

女
お
ん
な

」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
鉄
砲
と
女
性
の
通
行

を
厳
し
く
監
視
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
特

別
企
画
展
で
は
、
こ
の
「
入
り
鉄
炮
に
出
女
」

に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
中
川
番
所
で
の
通
関
つ
う
か
ん

の

様
子
か
ら
、
江
戸
時
代
の
関
所
制
度
に
お
け

る
中
川
番
所
の
位
置
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

【
江
戸
時
代
の
通
関
制
度
】

（
３
階
常
設
・
企
画
展
示
室
）

関
所
・
番
所
に
は
「
重
関
所
」
と
「
軽
関

所
」
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
幕
府
が
直
轄
す
る

も
の
は
、
江
戸
を
取
り
囲
む
よ
う
な
形
で
全

国
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

関
所
・
番
所
の
位
置
と
特
徴
か
ら
、
江
戸
時

代
の
通
関
制
度
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
を
検
証
し
ま
す
。

【「
入
り
鉄
炮
」
―
武
器
の
関
所
通
行
―
】

江
戸
時
代
の
初
め
ご
ろ
、
鉄
砲
の
通
関
に

は
厳
重
な
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
時
代

が
下
る
ご
と
に
取
り
調
べ
の
方
法
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
日
光
道
中
に
あ
っ
た
房ぼ
う

川
せ
ん
の

渡わ
た
し
中
田
（
栗
橋
）
関
所
の
史
料
を
も
と
に
、

江
戸
時
代
の
鉄
砲
改
め
の
変
遷
に
つ
い
て
見

て
い
き
ま
す
。

【「
出
女
」
―
女
性
の
関
所
通
行
―
】

幕
府
は
大
名
の
妻
子
だ
け
で
な
く
、
一
般

の
女
性
の
移
動
も
厳
し
く
制
限
し
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
関
所
・
番
所
を
巧
み
に

く
ぐ
り
抜
け
て
、
多
く
の
女
性
が
旅
を
し
て

い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
浮
世
絵

な
ど
か
ら
、
女
性
の
旅
の
よ
う
す
を
展
示
し

ま
す
。

【
中
川
番
所
の
機
能
】

中
川
番
所
は
利
根
川
・
江
戸
川
か
ら
江
戸

へ
出
入
り
す
る
川
船
を
監
視
す
る
関
所
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
数
少

な
い
中
川
番
所
に
関
す
る
史
料
を
も
と
に
、

中
川
番
所
の
具
体
的
な
機
能
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

【
関
所
の
実
態
】（
３
階
パ
ネ
ル
展
示
）

江
戸
時
代
の
関
所
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

関
所
を
通
る
に
は
何
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
絵
図
面
か
ら
見
た
関
所
内
部
の
よ

う
す
や
、
人
々
の
旅
の
姿
な
ど
を

も
と
に
、
関
所
の
実
像
に
迫
っ
て

い
き
ま
す
。

【
関
東
周
辺
の
関
所
・
番
所
】

（
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
）

関
所
・
番
所
は
明
治
に
な
っ
て

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史

を
伝
え
る
資
料
館
や
記
念
碑
、
案

内
板
な
ど
が
、
今
で
も
全
国
各
地

に
点
在
し
て
い
ま
す
。
１
階
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
江
戸
時
代
に

描
か
れ
た
街
道
の
絵
図
と
現
在
の

よ
う
す
を
対
比
さ
せ
、
関
東
周
辺

の
関
所
・
番
所
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、

関
所
と
は
、
ま
た
中
川
番
所
と
は

ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
、

中
川
番
所
の
ジ
オ
ラ
マ
が
あ
る
常
設
展
示
室

も
あ
わ
せ
て
ご
覧
に
な
る
と
、
よ
り
一
層
理

解
が
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期
　
間

１０
月
２７
日
（
水
）
〜
１１
月
２８
日
（
日
）

※
休
館
日
　
１１
月
１
・
８
・
１５
・
２２
日
（
月
）

時
　
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

観
覧
料

大
人
２
０
０
円

小
・
中
学
生
５０
円

関所絵図（東京都立中央図書館特別文庫室所蔵）

栗橋関所跡（埼玉県栗橋町）
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伊
東
の
生
い
立
ち

伊
東
甲
子
か

し

太た

郎ろ
う

は
新
選
組
の
幹
部
に
な
っ

た
人
物
で
、
そ
の
名
前
を
ご
存
知
の
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
多
く
の
新
選
組
の

メ
ン
バ
ー
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
経
歴
や

人
物
像
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
の

が
実
情
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
歴
史
小
説
の
題

材
に
な
り
や
す
い
と
も
い
え
ま
す
が
、
区
の

文
化
財
（
史
跡
）
と
し
て
、
伊
東
が
深
川
で

開
い
て
い
た
道
場
跡
（
佐
賀
１
―
１６
付
近
）

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
東
は
元
鈴
木
姓
で
、
旗
本
本
堂
氏
（
八

〇
〇
〇
石
）
の
家
臣
・
鈴
木
専
右
衛
門
忠
明

の
長
男
と
し
て
常
陸
国
新
治
郡
志
筑
（
茨
城

県
千
代
田
町
）
に
生
ま
れ
、
名
前
は
大
蔵
、

諱い
み
な
は
武
明
、
誠
斎
と
号
し
ま
し
た
。
実
弟
に

は
、
の
ち
伊
東
と
と
も
に
新
選
組
に
加
わ
っ

た
鈴
木
三
樹
三
郎
が
い
ま
す
。
伊
東
は
天
保

６
年
（
１
８
３
５
）
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
新

選
組
副
長
の
土
方
ひ
じ
か
た

歳
三
と
し
ぞ
う

と
同
い
年
で
し
た
。

父
専
右
衛
門
は
、
有
能
な
人
物
で
一
時
重

く
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
反
発
も
多
か
っ
た

よ
う
で
、
家
老
の
た
め
に
閉
門
蟄
居
ち
っ
き
ょ

の
処
分

に
な
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
祖
母
の
里
方

（
茨
城
県
八
郷
町
）
へ
移
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

伊
東
は
幼
少
期
を
過
ご
し
、
や
が
て
水
戸
へ

遊
学
し
て
い
ま
す
。
水
戸
で
は
剣
を
神
道
無

念
流
の
金
子
健
四
郎
に
学
び
、
武
田
耕
雲
斎

と
親
交
を
結
ん
で
、
尊
王
そ
ん
の
う

攘
じ
ょ
う
夷い

を
主
張
す
る

水
戸
学
の
影
響
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
江
戸
へ
出
て
、
深
川
に
あ
っ
た
北

辰
一
刀
流
伊
東
誠
一
郎
の
道
場
に
入
門
し
ま

し
た
。
伊
東
道
場
に
入
門
し
た
時
期
は
、
安

政
末
年
も
し
く
は
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
は
ま
だ

鈴
木
姓
で
し
た
が
、
誠
一
郎
が
病
没
す
る
と
、

そ
の
遺
言
と
門
弟
た
ち
の
推
挙
に
よ
っ
て
娘

う
め

●

●

の
婿
と
な
り
、
伊
東
道
場
を
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
甲
子
太
郎
の
名
は
、
上
京

し
て
新
選
組
に
入
隊
し
た
元
治
元
年
（
１
８

６
４
）
甲か
っ

子し

の
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
す
。

『
補
修
　
殉
難
録
稿
』
中
篇
に
、「
武
明
、

其
性
温
和
に
し
て
敏
達
、
幼
き
よ
り
国
学
を

好
み
、
歌
道
に
も
心
を
寄
せ
、
又
武
芸
を
嗜た
し
な
み
、

特
に
、
剣
術
に
長
ぜ
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

伊
東
は
諸
芸
に
秀
出
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

伊
東
の
深
川
道
場

伊
東
甲
子
太
郎
の
深
川
道
場
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
態
を
知
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
唯
一
残
っ
て
い
る
の
が
、
道
場
を

継
ぐ
前
、
ま
だ
伊
東
が
鈴
木
大
蔵
と
名
乗
っ

て
い
た
文
久
元
年
７
月
に
、
弟
の
三
樹
三
郎

が
姉
こ
と

●

●

の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
関
家
に
送
っ
た

書
状
で
す
。

こ
の
書
状
の
趣
旨
は
、
妹
よ
し

●

●

と
要
造
と

い
う
者
と
の
縁
談
が
ま
と
ま
っ
た
と
報
告
し

た
も
の
で
、
よ
し

●

●

（
も
し
く
は
要
造
）
が
、

嫁
ぎ
先
の
家
は
要
造
の
兄
を
は
じ
め
と
し
て

同
居
人
が
多
い
た
め
、
暮
か
春
に
家
宅
が
で

き
る
ま
で
、
深
川
の
伊
東
道
場
に
頼
ん
で
仮

住
ま
い
さ
せ
て
ほ
し
い
旨
を
依
頼
し
て
き
た
、

と
い
う
内
容
で
す
。
三
樹
三
郎
は
、
兄
（
甲

子
太
郎
）
も
入
塾
し
て
い
る
の
で
、
８
月
に

は
誠
一
郎
へ
要
造
を
見
習
い
と
し
て
頼
み
た

い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
見
習
い
と
は
、
道
場

へ
の
仮
入
門
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
三

樹
三
郎
は
、
兄
が
塾
頭
を
し
て
い
る
の
で
都

合
が
良
い
と
記
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
道
場
の
よ
う
す
に
つ
い
て
は
、
二
、

三
度
深
川
の
道
場
へ

行
っ
た
が
、
な
か
な

か
の
大
家
で
あ
り
、

「
小
身
の
籏
（
旗
）

本
位
の
様
子
に

御
座
ご

ざ

候
そ
う
ろ
う

、
熟
（
塾
）

生
も
十
人
余
り
御
座

候
」
と
述
べ
て
い
ま

す
（
書
状
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
小
野
圭
治
郎
『
伯
父
　
伊
東
甲

子
太
郎
武
明
』
掲
載
の
写
真
を
参
考
に
し
、
写

真
に
写
っ
て
い
な
い
箇
所
は
、
市
井
浩
一
『
高

台
寺
党
の
人
び
と
』の
引
用
文
で
補
い
ま
し
た
）。

小
野
氏
前
掲
書
に
は
、
伊
東
道
場
に
は
塾

生
１０
人
の
ほ
か
に
「
常
に
五
六
十
名
の
門
弟

が
出
入
り
し
」
て
い
た
と
あ
り
、
他
の
文
献

も
そ
の
記
述
を
踏と
う

襲
し
ゅ
う
し
て
い
ま
す
が
、
同
書

は
歴
史
事
実
と
矛
盾
す
る
記
述
が
多
く
（
松

浦
玲
『
新
選
組
』）、
門
弟
が
５０
〜
６０
人
い
た

と
い
う
の
も
典
拠
（
史
料
）
が
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
深
川
に
は
、
桑
田
立
り
ゅ
う

斎さ
い

宅
跡
（
清
澄
２
―
１３
付
近
）、
佐
久
間
象
山
砲

術
塾
跡
（
永
代
１
―
１４
）、
西
尾
藩
藩
校
典
学

館
跡
（
深
川
１
―
６
）、
坪
井
信
道
日
習
館
跡

（
冬
木
２２
）
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の

頃
の
深
川
と
い
う
地
域
は
、
武
芸
・
洋
学
な

ど
の
「
学
芸
・
教
育
の
場
」
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
こ
う
し
た
事
実
は
も
っ
と
注
目
さ

れ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

切絵図に見える伊東道場

現在の伊東甲子太郎道場跡
（佐賀1-16付近）

江
東
歴
史
紀
行�
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新
選
組
へ
の
加
入
・
離
脱
と
油
小
路
事
件

新
選
組
局
長
の
近
藤
勇
は
、
元
治
元
年
９

月
に
江
戸
へ
下
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
伊

東
と
面
識
の
あ
っ
た
隊
士
藤
堂
平
助
の
仲
介

で
、
伊
東
や
三
樹
三
郎
ら
が
新
選
組
に
加
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

伊
東
は
、
新
選
組
に
加
入
し
て
上
京
す
る

た
め
、
深
川
の
道
場
を
た
た
ん
で
、
妻
う
め

●

●

を
三
田
台
町
（
港
区
）
へ
転
居
さ
せ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
伊
東
は
な
ぜ
深
川
の
道

場
を
引
き
払
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え

ば
近
藤
勇
の
道
場
「
試
衛
館
」
は
、
近
藤
が

新
選
組
の
局
長
と
し
て
京
都
で
活
動
し
て
い

る
と
き
、
多
摩
地
方
の
門
弟
が
道
場
の
留
守

を
預
か
っ
て
い
ま
し
た
。
伊
東
の
深
川
道
場

が
５０
〜
６０
人
も
の
門
弟
を
抱
え
て
い
た
の
が

事
実
だ
と
す
れ
ば
、
た
と
え
伊
東
を
は
じ
め

と
す
る
数
人
が
上
京
し
て
新
選
組
に
加
入
し

た
と
し
て
も
、
深
川
道
場
を
引
き
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
あ
た
り
の
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
と
か

く
人
物
像
と
い
う
の
は
虚き
ょ

飾し
ょ
く
さ
れ
が
ち
で
す

の
で
、
今
後
の
史
料
の
発
掘
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
伊
東
が
新
選
組
に
加
盟
し
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
は
伊
東
と
近
藤
が
「
攘
夷
」
で
共

鳴
し
た
か
ら
だ
、
と
説
く
も
の
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
松
浦
玲
氏
は
そ
の
説
を
首
肯
し
ゅ
こ
う

す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、「
伊
東
は
京
都

進
出
へ
の
足
掛
り
に
新
選
組
を
使
お
う
と
し
、

新
選
組
の
戦
力
を
増
強
し
た
い
近
藤
が
伊
東

と
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
力
量
に
魅
力
を
感
じ
て

受
け
入
れ
た
と
い
う
あ
た
り
が
真
相
だ
ろ
う
」

（『
新
選
組
』）
と
述
べ
て
い
ま
す
（
そ
の
ほ
か

最
新
の
研
究
成
果
は
、
宮
地
正
人
『
歴
史
の

中
の
新
選
組
』、
大
石
学
編
『
新
選
組
情
報
館
』

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
上
京
し
た
あ
と
の
伊
東

と
近
藤
は
、
し
だ
い
に
意
見
の
違
い
が
表
面
化

し
て
い
き
ま
す
。

慶
応
３
年

（
１
８
６
７
）
３

月
、
伊
東
ら
十

数
名
は
、
前
年

１２
月
に
崩
御
ほ
う
ぎ
ょ

し

た
孝
明
天
皇
の

御ご

陵
り
ょ
う

衛え
い

士じ

（
高

台
寺
党
）
と
し

て
、
新
選
組
か

ら
離
脱
し
ま
し
た
。
当
時
、
新
選
組
を
脱
退

し
た
者
は
切
腹
と
い
う
鉄
の
掟
お
き
て
が
あ
り
ま
し

た
か
ら
、
御
陵
衛
士
は
新
選
組
の
分
派
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
政

権
を
武
家
か
ら
公
卿
へ
移
行
さ
せ
よ
う
と
す

る
伊
東
と
、
あ
く
ま
で
幕
府
権
力
の
弱
体
化

を
防
ご
う
と
す
る
近
藤
と
の
考
え
方
の
溝
を

埋
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
選
組
は
同
年
１１
月
１８
日
、
京
都
油
小
路

で
伊
東
甲
子
太
郎
を
襲
撃
し
て
暗
殺
し
ま
す
。

こ
の
事
件
は
、
坂
本
竜
馬
が
近
江
屋
で
幕
府

見
廻
組
に
殺
害
さ
れ
た
３
日
後
の
出
来
事
で

し
た
。
坂
本
・
伊
東
と
も
に
享
年
３３
才
。
伊

東
の
遺
体
は
、
ほ
か
の
御
陵
衛
士
を
お
び
き

出
す
た
め
に
七
条
通
り
へ
運
ば
れ
、
遺
体
の

収
容
に
駆
け
つ
け
た
７
人
の
う
ち
、
藤
堂
平

助
ら
３
人
が
新
選
組
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
ま

し
た
。
伊
東
甲
子
太
郎
の
墓
は
、
京
都
市
戒

光
寺
墓
地
に
あ
り
ま
す
。

伊
東
は
同
年
１０
月
１４
日
の
大
政
奉
還
後
に

建
白
書
を
執
筆
し
て
お
り
、
そ
の
新
た
な
政

権
構
想
は
、「
大
開
国
」
論
を
前
提
と
し
て
、

五
畿
内
を
朝
廷
の
直
轄
領
と
し
、
朝
廷
が
直

接
政
権
を
掌
握
す
る
と
い
う
独
自
な
も
の
で

し
た
（
松
浦
氏
前
掲
書
）。

そ
れ
と
と
も
に
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
、

伊
東
が
暗
殺
さ
れ
た
と
き
に
懐
ふ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
書

付
で
、
た
と
え
ば
「
薩
（
薩
摩
）
・
土
（
土

佐
）
・
芸
（
広
島
）
・
宇
和
島
・
越
前
」
は

「
王
政
御
開
国
」、「
長
（
長
州
藩
）
ハ
王
政
攘

夷
」、「
会
（
会
津
藩
）
ハ
補
幕
攘
夷
」
と
い

う
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
影
響
力
を
持
っ
て
い

た
諸
藩
の
政
治
方
針
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
（「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
慶
応
３
年

１１
月
１８
日
条
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）。

伊
東
の
政
権
構
想
は
、
情
報
収
集
を
行
っ
た

う
え
で
の
も
の
で
し
た
。

慶
応
３
年
末
（
翌
年
が
明
治
元
年
）
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
政
治
コ
ー
ス
が
未
知
の
選
択
肢

と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
当
時
、「
政

治
参
加
」
を
志
す
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
に

と
っ
て
大
き
な
可
能
性
で
し
た
。
歴
史
の
事

実
経
過
を
知
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ

の
こ
と
が
理
解
し
に
く
い
の
で
す
が
、
伊
東

甲
子
太
郎
や
坂
本
竜
馬
の
暗
殺
は
、
将
来
へ

の
多
様
な
可
能
性
の
抹
殺
ま
っ
さ
つ

に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

少
な
く
と
も
、
深
川
の
道
場
主
か
ら
新
選

組
の
幹
部
へ
、
そ
し
て
御
陵
衛
士
へ
と
転
身

し
た
伊
東
の
足
跡
は
、
幕
末
と
い
う
時
代
を

生
き
た
彼
自
身
の
思
想
形
成
の
軌き

跡せ
き

で
あ
る

と
と
も
に
、
在
野
の
人
々
を
巻
き
込
ん
だ
維

新
変
革
の
大
き
な
う
ね
り
の
一
つ
だ
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
文
化
財
専
門
員
　
小
泉
雅
弘
）

【
注
】
教
育
委
員
会
刊
行
の
文
献
に
は
、
伊
東

甲
子
太
郎
道
場
跡
と
し
て
「
佐
賀
１
―
１６
付

近
」
以
外
の
番
地
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

す
べ
て
誤
記
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

伊東甲子太郎像（鈴木家蔵）
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今
年
の
夏
は
、
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
酷
暑
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
で
し

た
。
そ
の
真
っ
只
中
の
７
月
２８
日
、
友
の
会

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
旧
大
石
家
住
宅
（
南

砂
５
―
２４
地
先
）
の
庭
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

大
石
家
は
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
区

内
最
古
の
民
家
で
、
平
成
６
年
３
月
に
区
指

定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
は
東
砂
８
丁
目
に
あ
り
ま
し
た
が
、
指

定
に
と
も
な
い
現
在
地
に
移
築
し
ま
し
た
。

震
災
、
戦
災
の
み
な
ら
ず
、
幕
末
に
お
こ
っ

た
有
名
な
安
政
２
年
の
大
地
震
（
１
８
５
５
）

で
も
倒
壊
し
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

現
在
ま
で
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

友
の
会
に
は
、
同
家
保
存
の
た
め
、
建
物

の
維
持
・
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
心
は
、
茅か
や

葺ぶ

き
屋
根
を
守
る
た
め
、

囲
炉
裏

い

ろ

り

に
火
を
焚た

く
こ
と
で
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
室
内
の
掃
除
を
は
じ
め
、
年
間
を
と

お
し
て
実
施
す
る
様
々
な
行
事
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
庭
掃
除
も
そ

の
一
環
で
す
。

裏
庭
に
は
、
薪ま
き

用
に
多
く
の
木
材
が
積
ま

れ
、
周
辺
の
木
々
か
ら
の
落
ち
葉
な
ど
も
た

く
さ
ん
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。
前
日
に
も
３０

分
ほ
ど
落
ち
葉
を
拾
い
集
め
ま
し
た
が
、
作

業
を
は
じ
め
る
と
、
す
ぐ
に
ゴ
ミ
袋
で
１０
袋

ほ
ど
に
も
な
り
、
掃
除
の
大
変
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
日
も
参
加
者

は
汗
を
拭
き
ふ
き
黙
々
と
作
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
一
部
朽
ち
果
て
た
木
材
は
紐
で
ま

と
め
、
落
ち
葉
は
ゴ
ミ
袋
に
詰
め
る
な
ど
、

参
加
者
全
員
で
片
づ
け
た
量
は
、
想
像
以
上

の
多
さ
で
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

今
で
は
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
出
来
な

く
な
っ
た
古
民
家
建
築
。
茅
葺
き
屋
根
の
屋

内
に
は
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
人
々
が
集
い
、
い

ろ
い
ろ
な
話
が
交
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た

だ
な
つ
か
し
い
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
は
日

本
の
建
築
文
化
が
あ
り
、
か
つ
て
は
人
々
に

よ
っ
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
口こ
う

承し
ょ
う
文
化
が
あ

り
ま
し
た
。
友
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
維

持
・
管
理
へ
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
よ
う
な

文
化
を
支
え
る
大
切
な
活
動
と
い
え
ま
す
。

裏庭での作業風景

真
夏
の
庭
掃
除�

豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
新

潟
県
五
十
嵐
川
の
氾
濫
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
江
東
区
域
も
こ
れ
ま
で
度
重

な
る
水
害
に
襲
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
４３

年
（
１
９
１
０
）
に
は
荒
川
の
決
壊
に
よ
り
、

亀
戸
と
深
川
は
見
渡
す
限
り
水
び
た
し
と
な

り
ま
し
た
。
荒
川
は
明
治
４０
年
に
も
決
壊
し

て
お
り
、
国
は
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
隅
田
川

に
流
れ
て
い
た
荒
川
を
、
中
川
の
河
口
に
付

け
替
え
ま
す
。
内
務
省
の
威
信
を
掛
け
た
土

木
工
事
は
、
１６
年
か
か
っ
て
昭
和
５
年
に
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
大
正
１３
年
（
１
９

２
４
）
に
は
通
水
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
今
年
で
放
水
路
通
水
８０
周
年
に
当
た
り

ま
す
。
放
水
路
の
開
削
に
よ
っ
て
、
多
く
の

文
物
が
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
景
観
は
著

し
く
変
貌
し
ま
し
た
。

祐
天
堂
（
亀
戸
３
―
３９
）
に
「
木
下
川
や

く
し
み
ち
道
標
」
が
あ
り
ま
す
。
葛
飾
区
の

名
所
木
下
川
薬
師
（
浄
光
寺
）
へ
の
道
標
で

す
。
現
在
の
墨
田
区
仲
居
堀
通
り
に
な
り
ま

す
が
、
木
下
川
薬
師
は
荒
川
放
水
路
の
工
事

に
よ
っ
て
若
干
東
に
移
転
し
ま
し
た
（
葛
飾

区
東
四
つ
木
）。
亀
戸
か
ら
向
う
場
合
、
荒
川

放
水
路
に
よ
っ
て
大
き
く
分
断
さ
れ
る
形
と

な
り
ま
し
た
。

江
東
区
の
場
合
、
放
水
路
は
縦
断
す
る
こ

と
な
く
、
迂
回
す
る
形
で
区
境
に
合
流
し
た

の
で
、
大
き
な
影
響
は
被
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
も
と
の
中
川
河
口
部
は
川
幅
が
拡
が
り
、

堤
防
が
高
く
な
っ
た
た
め
東
砂
の
一
部
に
は

そ
の
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

東
砂
に
「
お
こ
り
地
蔵
」（
東
砂
８
―
１９
）

が
あ
り
ま
す
。
明
治
初
年
、
中
川
の
川
岸
に

流
れ
着
い
た
水
死
者
の
供
養
塚
を
、
放
水
路

工
事
の
際
、
現
在
地
に
移
転
さ
せ
、
地
蔵
を

建
て
て
供
養
し
た
も
の
で
す
。

江
東
区
と
江
戸
川
区
を
結
ん
で
い
る
葛
西

橋
は
昭
和
３８
年
に
架
橋
さ
れ
た
２
代
目
の
橋

で
す
が
、
以
前
は
現
在
よ
り
上
流
に
架
か
っ

て
い
ま
し
た
（
史
跡
「
旧
葛
西
橋
跡
」）。
小

説
家
永
井
荷
風
が
こ
の
葛
西
橋
を
訪
れ
た
の

は
、
放
水
路
完
成
の
翌
年
の
こ
と
で
す
。「
葛

西
橋
の
上
よ
り
放
水
路
の
海
に
入
る
あ
た
り

を
遠
望
し
た
る
両
岸
の
風
景
は
、
荒
涼
寂
莫

と
し
て
、
黙
想
沈
思
す
る
に
よ
し
」（『
断
腸

亭
日
乗
』）。
荷
風
が
愛
し
た
荒
涼
寂
莫
さ
は

現
在
で
は
窺
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地

域
を
一
変
さ
せ
た
荒
川
放
水
路
は
、
人
々
の

暮
ら
し
と

と
も
に
文

化
財
も
水

害
か
ら
守

っ
て
き
た

と
も
言
え

ま
す
。

文
化
財
レ
ポ
ー
ト

文
化
財
レ
ポ
ー
ト�

あ
る
く
・
み
る
・
き
く
・
か
く

あ
る
く
・
み
る
・
き
く
・
か
く�

�

荒
川
放
水
路

荒
川
放
水
路
と
江
東
区

江
東
区�

荒
川
放
水
路
と
江
東
区�

旧葛西橋西詰正面
（昭和30年ころ）


